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図１ランマ転圧機の改造箇所 
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図３ 今回の転圧施工試験装置とその状況 
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図２ 転圧材料の供給方法 

自走式多連装ランマによる高密度ベントナイトの転圧（その２） 
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１．はじめに 

余裕深度処分施設の側部低透水層の構築方法として、自走式多連装ランマ転圧機を試作して第 1 回目の施工試験

を実施したところ、目標密度達成の実現可能性に加えて、転圧材料を wet に

調整することによって転圧後の密度ムラの改善の可能性を確認できた 1)。そ

こで今回、転圧能力の増強や材料供給方法の工夫によって効率化を目指した

改造転圧装置と、転圧材料に含水比 21％の wet 材料を用いた第 2回目の施工

試験を実施したので、その結果について報告する。 

２．今回の改造と実施の内容 

（1）多連装ランマ転圧機の改造による転圧作業の効率化 

 図１に示すように、多連装ランマ６連１列にもう１列増設して転圧能力の

倍増を図るとともに、転圧時の側壁面の損傷防護を目的としてランマ機側部

に鋼製防護カバーと転圧機本体の四隅にガイドローラを設置した。これらの

改造の結果、ガイドローラの方向制御によって

往復転圧も可能となったため、施工速度の 4 倍

改善（ランマ 2 倍×往復転圧）が見込めること

となった。 

（2）材料供給方法と敷き均し方法の自動化 

転圧材料の供給方法は、図２に示すように、施

工部位が幅 1ｍ高さ約 9ｍの側部であるから、先

行して構築してあるコンクリートピットの天版

に振動フィーダを設置し、上方から撒き出しと

敷き均しを自動的に行う方法を適用して、施工

の合理化を図った。 

（3）高含水比材料の適用 

施工試験で、転圧材料を wet に調整することによっ

て転圧後の密度ムラを改善できそうな感触が得られ

たため、今回の含水比として 21％の配合材料を用い

ることとした。 

３．改造多連装ランマによる第 2回転圧施工試験 

(1)試験の実施概要 

図３に今回の試験装置の概要と試験状況の写真を

示す。達成密度値は 1.6Mg/m3、密度ムラは±3％程度

を目標とした。 

施工手順は 鋼製型枠による土槽(内寸法：長さ 6ｍ

×幅 1ｍ×深さ 1.2ｍ）上に設けた振動フィーダを等

速走行させて、1層分の転圧材料を土槽内に一様な厚さに撒き出し後、多連装ランマにより締固め施工する方式で 
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図６ 密度測定用コアの採取位置 

(1)　No.1コア

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

1.50 1.60 1.70 1.80

乾燥密度 ρd （Mg/m3）

深
度

 （
c
m

）

No.1平均：1.72

(2)　No2、No.3、No.4コア.
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　　(3)  No.6コア
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図７ 乾燥密度と深度の関係 
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図７ 乾燥密度と深度の関係 

ある。１層当たりの撒き出し量 300 kg（撒き出し厚約 10 cm）を転圧施工する場合には、振動フィーダによって 25 

kg/ 分の撒き出し速度で 2往復の撒き出し作業となる。多連装ランマは 160cm/分の走行速度で、1 層当たり１往復

半の転圧を行った。１層当たり約 5cm の層厚に締め固めることを繰り返して、最終的に 1ｍの厚さまで転圧したが、

途中で転圧仕上がり面に不陸が生じた場合には、人力による敷き均し作業が数回必要であった。 

(2)振動フィーダによる材料の撒き出し計測 

振動フィーダによって撒き出した後の材料の粒度分布や

層厚、表面の平坦度などの均一性を確認するための計測を

実施した。このうち図５に粒度分析の計測状況を示す。試

験土槽内に置かれた容器の上方から、層厚 10ｃｍ相当の材

料を撒き出した後、各容器の材料を 5層に分けて粒度試験

を実施した。その結果、各容器の層毎の粒度、容器の 1～5

層の粒度、容器の平均粒度などいずれもほぼ同一の粒度分

布が得られ、振動フィーダによる均一な撒き出し性能の可

能性を確認できた。 

(3)転圧密度の測定 

厚さ 100cm までの転圧施工後、転圧試験体から図６に示

す６本のコアを採取し、乾燥密度分布を測定した。 

図７(1)は No.1 コアについて、各仕上がり層厚約 5cm を

３層にスライスして測定した密度分布である。各層の上中下 3

点の乾燥密度の平均値およびバラツキは 1.72±0.02 Mg/m3で、

層内･層間の密度ムラは±1.5％以下と前回の施工試験結果に比

べ大きく改善した。ただし、転圧エネルギーに余裕を持たせた

ため、目標密度値 1.6Mg/m3に比べ大きな密度となった。含水比

21％のベントナイトが、飽和度 97％に締め固まった場合の乾燥

密度は 1.74Mg/m3に相当しており、

充分な転圧エネルギーを用いるこ

とのできる方法であれば、飽和密

度に近似した均一性の優れた密度

に転圧できることが示唆された。 

図７(2)はNo.2～4コアにおける

各仕上がり層ごとの密度分布で、

平面的なバラツキも大きくないこ

とがわかった。 

図７(3)は、試験体側端部からの

水平コアNo.6の密度分布で側部の

密度が特に低いこともなかった。 
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